
オ
ン
サ
イ
ト
電
力
販
売
を
導
入

ゼ
ネ
コ
ン
初
の

環
境
省
補
助
採
択

新
組
織
も
検
討

松井建設
赤
色
の
斜
線
部
分
が
新
た
な
設
置
場
所

　
松
井
建
設
は

飲
料
系
物
流
事

業
者
﹁
東
部
ネ

ト
ワ

ク
﹂

︵
横
浜
市

若
山
良
孝
社
長
︶
の

物
流
セ
ン
タ
︵
富
山
県
砺
波
市
︶

に
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
と
蓄
電

池
な
ど
を
設
置
し

オ
ン
サ
イ
ト

Ｐ
Ｐ
Ａ
︵
電
力
販
売
事
業
者
︶
モ

デ
ル
事
業
に
よ
る
サ

ビ
ス
を
導

入
す
る

ゼ
ネ
コ
ン
で
初
め
て
環

境
省
の
﹁
サ
プ
ラ
イ
チ


ン
改

革
・
生
産
拠
点
の
国
内
投
資
を
踏

ま
え
た
脱
炭
素
社
会
へ
の
転
換
事

業
︵
二
酸
化
炭
素
排
出
抑
制
対
策

事
業
等
補
助
金
︶
﹂
の
採
択
を
受

け
て
実
施
す
る

白
井
隆
取
締
役

副
社
長
は
﹁
交
付
決
定
を
受
け
て

ノ
ウ
ハ
ウ
を
蓄
積
し

脱
炭
素
分

野
の
提
案
を
積
極
化
し
て
社
会
貢

献
し
た
い

提
案
体
制
強
化
の
た

め

新
組
織
の
設
置
も
検
討
し
て

い
る
﹂
と
し
た


　
松
井
建
設
は

２
０
１
４
年
に

東
部
ネ

ト
ワ

ク
の
東
部
北
陸

物
流
セ
ン
タ

の
屋
根
を
借
り
て

Ｆ
Ｉ
Ｔ
︵
固
定
価
格
買
取
制
度
︶

対
応
の
太
陽
光
発
電
設
備
﹁
Ｔ
Ｍ

北
陸
ソ

ラ

発
電
所
﹂
を
設
置

し

発
電
容
量
１
０
０
０


の

全
量
を
売
電
し
て
い
た


　
今
回

同
セ
ン
タ

の
屋
根
の

一
部
に
太
陽
光
発
電
パ
ネ
ル
４
５

８
枚︵
総
容
量
１
５
４
・
４


︶

と
Ｂ
Ｃ
Ｐ
対
応
の
蓄
電
池
︵

・

０


ア
ワ

︶
を
追
加
設
置
す

る


年
１
月
に
も
着
工
し



年
度
か
ら
事
業
を
ス
タ

ト
さ
せ

る
事
業
期
間
は

年
７
月
ま
で


通
常
は

電
力
使
用
ピ

ク
時
に

太
陽
光
電
力
を
活
用
し
て
買
電
量

を
抑
制
す
る
ピ

ク
カ

ト
な
ど

で
電
力
を
使
い

災
害
時
も
蓄
電

池
の
電
気
を
使
う
こ
と
で
飲
料
サ

プ
ラ
イ
チ


ン
の
寸
断
を
防

ぐ


　
事
業
は

環
境
省
の
補
助
金
に

お
け
る
物
流
セ
ン
タ

で
の
オ
ン

サ
イ
ト
Ｐ
Ｐ
Ａ
モ
デ
ル
事
業
と
し

て
採
択
さ
れ
た

東
部
ネ

ト
ワ


ク
に
と

て
は

設
置
や
維
持

管
理
の
費
用
が
か
か
ら
な
い
上


電
気
料
金
の
抑
制
に
も
つ
な
が

る

松
井
建
設
で
は

こ
う
し
た

脱
炭
素
に
貢
献
で
き
る
提
案
を
今

後
も
各
事
業
者
な
ど
に
積
極
的
に

推
進
す
る
考
え

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